
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

令
和
五
年
度
秋
田
支
部
総
会
開
催

 
 

令和 5年度支部総会集合写真

令
和
五
年
度
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部

通
常
総
会
は
、
四
月
十
五
日
（
土
）
午

前
十
一
時
か
ら
、
秋
田
市
大
町
協
働
ビ

ル
四
階
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

会
員
四
十
八
名
中
、
出
席
者
二
十
一

名
、
委
任
状
に
よ
る
会
員
二
十
四
名
で

開
催
さ
れ
た
。

鎌
田
副
支
部
長
の
進
行
で
、
佐
藤
支

部
長
の
挨
拶
は
、
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
て

山
ブ
ー
ム
が
起
き
て
き
て
ほ
し
い
。
国

体
の
登
山
協
議
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
山
と
の
関
わ
り
方
、

山
々
の
楽
し
み
方
も
変
化
し
、
低
山
歩

き
も
好
ま
れ
る
近
頃
、
地
域
の
山
々
に

携
わ
っ
て
山
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
、
ま

た
、
日
頃
の
支
部
運
営
ご
協
力
に
感
謝

す
る
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
三
浦
眞
六
委
員
を
議
長
に
指

名
し
て
、
案
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

案
件
一

令
和
四
年
度
の
事
業
報
告

を
鎌
田
副
支
部
長
が
説
明
。

総
会
は
四
月
二
十
三
日
、
北
部
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
役
員
会
は
二
回
、

事
務
局
会
議
を
八
回
行
っ
た
。

支
部
山
行
は
、
春
は
山
岳
古
道
調
査

を
兼
ね
て
白
木
峠
へ
。
秋
は
乳
頭
温
泉

郷
の
散
策
を
実
施
。

太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
計
画
さ
れ
ず
、
東
北
・
北
海

道
地
区
集
会
も
計
画
さ
れ
な
か
っ
た
。

山
岳
古
道
調
査
に
つ
い
て
、
白
木
峠

の
調
査
は
支
部
山
行
を
兼
ね
て
、
秋
田

街
道
は
岩
手
支
部
と
合
同
で
の
調
査
、

鳥
海
山
古
道
は
本
会
の
調
査
員
と
共
に

行
っ
た
。

ま
た
、
年
次
晩
餐
会
も
開
催
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
過
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
行
事

も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

公
益
的
事
業
と
し
て
、
太
平
山
前
岳

歩
道
整
備
、
支
障
木
の
処
理
、
ベ
ン
チ

補
修
等
を
行
っ
た
。

支
部
合
同
会
議
、
山
岳
古
道
調
査
会

議
、
支
部
・
委
員
会
等
へ
の
説
明
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
行
わ
れ
た
。

会
員
確
認
で
は
、
新
入
会
員
は
二
名
。

案
件
二

令
和
四
年
度
の
収
支
決
算
を

後
藤
会
計
担
当
が
報
告
。

大
橋
会
計
監
事
よ
り
三
月
三
十
一
日

に
行
わ
れ
た
会
計
監
査
の
結
果
、
関
係

書
類
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報

告
及
び
決
算
は
承
認
さ
れ
た
。

案
件
四

令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
案

を
鎌
田
副
支
部
長
が
説
明
。

役
員
会
は
年
三
回
を
予
定
。
事
務
局

会
議
は
随
時
。

春
秋
の
支
部
山
行
に
加
え
、
山
の
日

山
行
を
行
い
た
い
。

公
益
的
事
業
と
し
て
は
、
太
平
山
歩

道
整
備
を
行
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

し
ば
ら
く
中
止
と
な
っ
て
い
た
太
平
山

山
開
き
市
民
登
山
は
、
例
年
六
月
に
実

施
し
て
い
た
の
が
七
月
に
な
る
予
定
と

佐
々
木
民
秀
顧
問
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
が

七
月
に
青
森
支
部
担
当
で
開
催
。
秋
田

支
部
か
ら
は
八
名
参
加
予
定
。

会
報
の
発
行
は
四
回
を
予
定
。

山
岳
古
道
調
査
は
、
報
告
書
の
取
り

纏
め
に
入
り
、
本
会
に
報
告
す
る
予
定
。

令令和和５５年年度度秋秋田田支支部部総総会会
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

永永
年年
会会
員員  

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす  

福福  

田田  

光光  

子子  

会会
員員  

秋
田
市  

（
№ 

七
五
八
五
）   

福
田
会
員
は
昭
和
四
十
八
年
に
入
会 

令
和
四
年
度
で
在
籍
満
五
十
年
と 

な
り
ま
し
た
。 

  

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす  

  

今今  

野野  

昌昌  

雄雄  

顧顧
問問  

秋
田
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
顧
問 

 

公公
益益
社社
団団
法法
人人  

日日
本本
スス
ポポ
ーー
ツツ
協協
会会
公公
認認  

スス
ポポ
ーー
ツツ
指指
導導
者者
賞賞
をを
受受
賞賞  

 

長
年
に
わ
た
っ
て
山
岳
登
山
選
手 

の
育
成
、
組
織
の
発
展
に
尽
力
。 

案
件
三 

令
和
五
年
度
予
算
に
つ
い
て 

は
、
ほ
ぼ
前
年
同
額
で
あ
る
こ
と
を
、

後
藤
会
計
担
当
が
説
明
。
令
和
五
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
案
と
も
に
承
認
さ

れ
た
。 

 

記
念
集
合
写
真
撮
影
後
、
二
十
名
の

参
加
で
、
四
年
ぶ
り
に
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。 

 

懇
親
会
は
、
佐
々
木
民
秀
顧
問
の
乾

杯
の
発
生
で
始
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
懇

親
会
は
山
情
報
の
交
換
、
お
互
い
の
近

況
等
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
。 

午
後
二
時
す
ぎ
、
遠
路
、
総
会
懇
親

会
に
出
席
し
た
田
沢
湖
町
の
高
橋
吉
一

委
員
の
締
め
の
乾
杯
で
お
開
き
と
な
っ

た
。 

出
席
者 

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

高
橋
守 

柳
田
勇
悦 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

堀
井 

弘 

佐
藤
博 

髙
橋
忠
雄 

大
橋
忠
雄 

 

柴
田 

勧 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

 

熊
谷
光
子 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

小
松
芳
美 

(

高
橋
雄
悦) 

          

  
〇〇
会会
計計
監監
査査  

   

三
月
三
十
一
日
（
金
）
、 

午
前
十
時

か
ら
、
秋
田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
「
キ

タ
ス
カ
」
二
階
会
議
室
で
開
催
。 

令
和
四
年
度
会
計
監
査
を
実
施
。
関

係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

正
確
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
。 

出
席
者 

 

会
計
監
事 

柴
田
勧 

大
橋
忠
雄 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

顧
問 

 
 

鈴
木
裕
子 

 会

員

の

動

静 
 

 
 
 
 
 

 

退
会 

鈴
木
美
代
子
（
令
和
五
年
三
月
） 

 

     

全
国
古
道
調
査
会
議
が
、
四
月
五
日

十
九
時
か
ら
本
部
及
び
全
国
各
支
部
が

参
加
し
、zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
開
催
さ
れ
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

会
議
で
は
担
当
者
が
、
レ
ジ
ュ
メ
に

従
い
七
項
目
の
説
明
と
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。 

  

【
会
議
要
旨
】 

 

一 

手
ぬ
ぐ
い 

 

第
一
弾
の
手
ぬ
ぐ
い
は
完
売
。
第
二

弾
の
手
ぬ
ぐ
い
千
本
を
追
加
作
成
し
て

お
り
、
欲
し
い
支
部
に
は
一
本
五
百
円

で
お
譲
り
す
る
。 

 

二 

会
計
報
告 

 

古
道
調
査
費
の
大
半
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
等
に

費
消
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
財
政
的
に
厳

し
い
。 

 

三 

原
稿
な
ど
の
進
捗
状
況 

 

各
支
部
よ
り
徐
々
に
報
告
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
今
後
は
内
容
の
確
認
作
業
に

入
る
。 

 

四 
概
要
等
の
作
成
依
頼 

 

Ｈ
Ｐ
に
古
道
の
概
要
を
掲
載
予
定
で
あ

り
、
各
支
部
に
は
、
「
古
道
の
概
要
」
、

「
写
真
」
、「
略
図
」
の
三
点
を
四
月
末

日
ま
で
に 

報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

五 

Ｈ
Ｐ
の
公
開   

 

例
と
し
て
「
中
山
道
和
田
峠
」
を
掲

載
し
て
い
る
。
今
後
は
、
会
員
が
作
成

途
中
の
Ｈ
Ｐ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。 

 

六 

熊
野
古
道
集
中
山
行 

 

一
二
〇
周
年
記
念
事
業
「
全
国
山
岳
古

道
調
査
」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
来
年
六
月
に
予
定
し
て
い
る
。 

 

七 

廃
道
情
報
の
依
頼 

 

国
土
地
理
院
か
ら
の
依
頼
で
あ
り
、
で

き
る
範
囲
で
報
告
さ
れ
た
い
。
廃
道
の

判
断
は
地
理
院
が
現
地
調
査
し
行
う
予

定
。 

  

【
質
疑
】 

 

◎ 

各
支
部
へ
、
古
道
調
査
へ
の
補
助

金
は
な
い
の
か
？ 

 

▲ 

本
部
で
も
自
費
出
張
し
て
お
り
難

し
い
状
況
。 

◎ 

危
険
な
箇
所
の
記
載
方
法
は
？ 

▲ 

コ
ラ
ム
等
に
そ
の
旨
を
記
載
さ
れ

た
い
。 

◎ 

各
支
部
へ
の
具
体
的
な
対
応
は
？ 

▲ 

五
月
こ
ろ
、
各
支
部
と
ズ
ー
ム
で

進
捗
状
況
等
の
確
認
を
し
た
い
。 

 
 秋

田
支
部
出
席
者 

 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

 

※※
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議
報報
告告  

小小

松松

芳芳

美美  

 

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

     

長長  

岩岩  

嘉嘉  

悦悦  

名名
誉誉
顧顧
問問  

 

秋秋
田田
県県
スス
ポポ
ーー
ツツ
賞賞  

栄栄
誉誉
賞賞
をを
受受
賞賞  

 

六
十
年
に
渡
り
、
焼
石
岳
東
成
瀬

コ
ー
ス
の
開
発
整
備
に
尽
力
。
県
自

然
保
護
課
と
東
成
瀬
村
役
場
の
協
力

を
得
て
、
道
標
の
設
置
に
積
極
的
に

協
力
。
焼
石
岳
の
五
合
目
（
釈
迦
ザ

ン
ゲ
）
六
合
目
（
与
治
兵
衛
）
を
命

名
し
、
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。 

「
山
と
渓
谷
」「
岳
人
」「
東
北
の
山

ア
ル
ペ
ン
ガ
イ
ド
」
等
に
「
焼
石
岳
」

を
執
筆
紹
介
し
、
全
国
的
に
「
焼
石

岳
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。 

山
岳
に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
指

導
性
に
富
み
、
高
体
連
の
登
山
指
導

や
町
民
登
山
で
焼
石
岳
を
案
内
し
、

人
格
的
に
も
円
満
で
高
い
品
性
と
教

養
を
持
ち
、
明
晰
な
指
導
者
で
あ
る
。 

東
成
瀬
村
「
な
る
せ
児
童
館
」
に 

七
二
〇
点
に
及
ぶ
自
然
や
山
に
関
す

る
図
書
、
写
真
集
を
寄
贈
。 

著
書 

智
者
愛
水
仁
者
楽
山  

焼
石
岳
に
魅
せ
ら
れ
て 

山
と
友(

共)

に
歩
ん
で
70
年 

共
書 

新
日
本
山
岳
誌 

（
三
月
十
三
日 

秋
田
市
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
ホ
テ
ル
で
授
賞
式
典
） 

 

      

① 

い
ざ
調
査
へ 

五
月
十
七
日
、
計
画
し
た
時
は
雨
の

心
配
が
あ
っ
た
が
、
晴
れ
男
の
鎌
田
副

支
部
長
の
応
援
と
鈴
木
顧
問
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
快
晴
の
白
木
峠
地
へ
出
発
。 

② 

今
回
の
調
査
目
的 

調
査
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｘ
、
各
地
点
で
の

距
離
、
標
高
及
び
緯
度
経
度
な
ど
の
デ

ー
タ
採
取
と
写
真
撮
影
な
ど
を
目
的
と

し
た
。 

③ 

調
査
は
さ
て
お
き 

今
回
の
山
行
に
は
高
橋
雄
悦
さ
ん
が

参
加
。
個
人
的
に
は
高
橋
さ
ん
と
親
し

く
な
れ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。 

山
行
中
「
く
っ
く
」
と
鳥
の
声
、
私

は
ヤ
マ
バ
ト
か
な
？
と
思
っ
た
が
、
高

橋
さ
ん
は
「
ツ
ツ
ド
リ
で
す
。
」
と
声
だ

け
聴
い
て
鳥
の
名
を
教
え
て
く
れ
た
。 

 

他
に
も
花
の
名
等
を
教
え
て
く
れ
た
。

（
博
学
な
人
だ
な
。
） 

④ 

調
査
結
果 

秋
田
側
か
ら
岩
手
側
へ
のG

P
X

デ
ー

タ
な
ど
を
無
事
に
採
取
で
き
た
。
六
四

八
六
ｍ
に
渡
る
古
道
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣

が
あ
る
。
特
に
岩
手
側
は
随
所
に
ポ
イ

ン
ト
も
あ
り
気
持
ち
よ
く
歩
け
た
。 

三
九
七
七
ｍ
に
渡
る
秋
田
県
側
は
約

六
割
が
作
業
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
、

少
し
残
念
な
気
持
ち
で
は
あ
る
が
、
行

政
も
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
力
を
入
れ

て
く
れ
て
い
る
。 

設
置
物
に
熊
の
ひ
っ
か
き
傷
な
ど
が

随
所
に
あ
り
、
熊
対
策
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。 

⑤ 

お
ま
け 

今
回
の
調
査
で
は
、
鈴
木
顧
問
が
車

両
手
配
の
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。 

車
中
の
話
で
「
藤
の
花
が
き
れ
い
だ

ね
。
で
も
藤
が
生
育
す
る
こ
と
は
人
間

の
手
が
入
っ
て
い
な
い
、
巻
き
付
か
れ

た
木
は
枯
れ
る
、
山
が
荒
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
と
本
に
書
い
て
あ
っ
た
。
」

と
言
っ
て
い
た
。 

沿
線
で
は
藤
が
き
れ
い
で
あ
る
が
、

複
雑
な
気
持
ち
と
な
っ
た
。 

 ⑥ 

参
加
者 

鎌
田
倫
夫
、
高
橋
雄
悦
、

小
松
芳
美
、 

サ
ポ
ー
ト 

鈴
木
裕
子 

             

二二
手手
ノノ
又又
登登
山山
口口
のの
ベベ
ンン
チチ
とと  

前前
岳岳
山山
頂頂
のの
ベベ
ンン
チチ
をを
補補
修修  

  

          

共
に
経
年
劣
化
が
進
み
撤
去
も
考
え

て
い
た
両
ベ
ン
チ
で
あ
る
が
、
二
手
ノ

又
登
山
口
の
ベ
ン
チ
は
昨
年
十
月
二
日
、

堀
井
弘
さ
ん
、
高
橋
忠
雄
さ
ん
が
ペ
ン

キ
等
で
補
修
。 

前
岳
山
頂
ベ
ン
チ
は
、
昨
年
十
一
月

十
一
日
、
鎌
田
倫
夫
さ
ん
、
小
松
芳
美

さ
ん
、
協
力
者
の
小
野
さ
ん 

戸
松
さ

ん
、
斎
藤
さ
ん
等
が
支
障
木
を
利
用
し

て
補
修
。
奥
岳
を
望
め
る
展
望
地
に
移

動
し
て
設
置
。 

      

 

 

村 

支障木を利用して補修 
された前岳山頂ベンチ 

綺麗になった 
二手ノ又登山口のベンチ 

全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

白白

木木

峠峠

調調

査査  

小小

松松

芳芳

美美  

快晴の白木峠山頂で 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

永永
年年
会会
員員  

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす  

福福  

田田  

光光  

子子  

会会
員員  

秋
田
市  

（
№ 

七
五
八
五
）   

福
田
会
員
は
昭
和
四
十
八
年
に
入
会 

令
和
四
年
度
で
在
籍
満
五
十
年
と 

な
り
ま
し
た
。 

  

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす  

  

今今  

野野  

昌昌  

雄雄  

顧顧
問問  

秋
田
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
顧
問 

 

公公
益益
社社
団団
法法
人人  

日日
本本
スス
ポポ
ーー
ツツ
協協
会会
公公
認認  

スス
ポポ
ーー
ツツ
指指
導導
者者
賞賞
をを
受受
賞賞  

 

長
年
に
わ
た
っ
て
山
岳
登
山
選
手 

の
育
成
、
組
織
の
発
展
に
尽
力
。 

案
件
三 

令
和
五
年
度
予
算
に
つ
い
て 

は
、
ほ
ぼ
前
年
同
額
で
あ
る
こ
と
を
、

後
藤
会
計
担
当
が
説
明
。
令
和
五
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
案
と
も
に
承
認
さ

れ
た
。 

 

記
念
集
合
写
真
撮
影
後
、
二
十
名
の

参
加
で
、
四
年
ぶ
り
に
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。 

 

懇
親
会
は
、
佐
々
木
民
秀
顧
問
の
乾

杯
の
発
生
で
始
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
懇

親
会
は
山
情
報
の
交
換
、
お
互
い
の
近

況
等
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
。 

午
後
二
時
す
ぎ
、
遠
路
、
総
会
懇
親

会
に
出
席
し
た
田
沢
湖
町
の
高
橋
吉
一

委
員
の
締
め
の
乾
杯
で
お
開
き
と
な
っ

た
。 

出
席
者 

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

高
橋
守 

柳
田
勇
悦 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

堀
井 

弘 

佐
藤
博 

髙
橋
忠
雄 

大
橋
忠
雄 

 

柴
田 

勧 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

 

熊
谷
光
子 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

小
松
芳
美 

(

高
橋
雄
悦) 

          

  

〇〇
会会
計計
監監
査査  

   

三
月
三
十
一
日
（
金
）
、 

午
前
十
時

か
ら
、
秋
田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
「
キ

タ
ス
カ
」
二
階
会
議
室
で
開
催
。 

令
和
四
年
度
会
計
監
査
を
実
施
。
関

係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

正
確
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
。 

出
席
者 

 

会
計
監
事 

柴
田
勧 

大
橋
忠
雄 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

顧
問 

 
 

鈴
木
裕
子 

 会

員

の

動

静 
 

 
 
 
 
 

 

退
会 

鈴
木
美
代
子
（
令
和
五
年
三
月
） 

 

     

全
国
古
道
調
査
会
議
が
、
四
月
五
日

十
九
時
か
ら
本
部
及
び
全
国
各
支
部
が

参
加
し
、zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
開
催
さ
れ
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

会
議
で
は
担
当
者
が
、
レ
ジ
ュ
メ
に

従
い
七
項
目
の
説
明
と
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。 

  

【
会
議
要
旨
】 

 

一 

手
ぬ
ぐ
い 

 

第
一
弾
の
手
ぬ
ぐ
い
は
完
売
。
第
二

弾
の
手
ぬ
ぐ
い
千
本
を
追
加
作
成
し
て

お
り
、
欲
し
い
支
部
に
は
一
本
五
百
円

で
お
譲
り
す
る
。 

 

二 

会
計
報
告 

 

古
道
調
査
費
の
大
半
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
等
に

費
消
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
財
政
的
に
厳

し
い
。 

 

三 

原
稿
な
ど
の
進
捗
状
況 

 

各
支
部
よ
り
徐
々
に
報
告
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
今
後
は
内
容
の
確
認
作
業
に

入
る
。 

 

四 

概
要
等
の
作
成
依
頼 

 

Ｈ
Ｐ
に
古
道
の
概
要
を
掲
載
予
定
で
あ

り
、
各
支
部
に
は
、
「
古
道
の
概
要
」
、

「
写
真
」
、「
略
図
」
の
三
点
を
四
月
末

日
ま
で
に 

報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

五 

Ｈ
Ｐ
の
公
開   

 

例
と
し
て
「
中
山
道
和
田
峠
」
を
掲

載
し
て
い
る
。
今
後
は
、
会
員
が
作
成

途
中
の
Ｈ
Ｐ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。 

 

六 

熊
野
古
道
集
中
山
行 

 

一
二
〇
周
年
記
念
事
業
「
全
国
山
岳
古

道
調
査
」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
来
年
六
月
に
予
定
し
て
い
る
。 

 

七 

廃
道
情
報
の
依
頼 

 

国
土
地
理
院
か
ら
の
依
頼
で
あ
り
、
で

き
る
範
囲
で
報
告
さ
れ
た
い
。
廃
道
の

判
断
は
地
理
院
が
現
地
調
査
し
行
う
予

定
。 

  

【
質
疑
】 

 

◎ 

各
支
部
へ
、
古
道
調
査
へ
の
補
助

金
は
な
い
の
か
？ 

 

▲ 

本
部
で
も
自
費
出
張
し
て
お
り
難

し
い
状
況
。 

◎ 

危
険
な
箇
所
の
記
載
方
法
は
？ 

▲ 

コ
ラ
ム
等
に
そ
の
旨
を
記
載
さ
れ

た
い
。 

◎ 

各
支
部
へ
の
具
体
的
な
対
応
は
？ 

▲ 

五
月
こ
ろ
、
各
支
部
と
ズ
ー
ム
で

進
捗
状
況
等
の
確
認
を
し
た
い
。 

 
 秋

田
支
部
出
席
者 

 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

 

※※
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議
報報
告告  

小小

松松

芳芳

美美  

 

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

     

長長  

岩岩  

嘉嘉  

悦悦  

名名
誉誉
顧顧
問問  

 

秋秋
田田
県県
スス
ポポ
ーー
ツツ
賞賞  

栄栄
誉誉
賞賞
をを
受受
賞賞  

 

六
十
年
に
渡
り
、
焼
石
岳
東
成
瀬

コ
ー
ス
の
開
発
整
備
に
尽
力
。
県
自

然
保
護
課
と
東
成
瀬
村
役
場
の
協
力

を
得
て
、
道
標
の
設
置
に
積
極
的
に

協
力
。
焼
石
岳
の
五
合
目
（
釈
迦
ザ

ン
ゲ
）
六
合
目
（
与
治
兵
衛
）
を
命

名
し
、
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。 

「
山
と
渓
谷
」「
岳
人
」「
東
北
の
山

ア
ル
ペ
ン
ガ
イ
ド
」
等
に
「
焼
石
岳
」

を
執
筆
紹
介
し
、
全
国
的
に
「
焼
石

岳
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。 

山
岳
に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
指

導
性
に
富
み
、
高
体
連
の
登
山
指
導

や
町
民
登
山
で
焼
石
岳
を
案
内
し
、

人
格
的
に
も
円
満
で
高
い
品
性
と
教

養
を
持
ち
、
明
晰
な
指
導
者
で
あ
る
。 

東
成
瀬
村
「
な
る
せ
児
童
館
」
に 

七
二
〇
点
に
及
ぶ
自
然
や
山
に
関
す

る
図
書
、
写
真
集
を
寄
贈
。 

著
書 

智
者
愛
水
仁
者
楽
山  

焼
石
岳
に
魅
せ
ら
れ
て 

山
と
友(

共)

に
歩
ん
で
70
年 

共
書 

新
日
本
山
岳
誌 

（
三
月
十
三
日 

秋
田
市
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
ホ
テ
ル
で
授
賞
式
典
） 

 

      

① 

い
ざ
調
査
へ 

五
月
十
七
日
、
計
画
し
た
時
は
雨
の

心
配
が
あ
っ
た
が
、
晴
れ
男
の
鎌
田
副

支
部
長
の
応
援
と
鈴
木
顧
問
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
快
晴
の
白
木
峠
地
へ
出
発
。 

② 

今
回
の
調
査
目
的 

調
査
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｘ
、
各
地
点
で
の

距
離
、
標
高
及
び
緯
度
経
度
な
ど
の
デ

ー
タ
採
取
と
写
真
撮
影
な
ど
を
目
的
と

し
た
。 

③ 
調
査
は
さ
て
お
き 

今
回
の
山
行
に
は
高
橋
雄
悦
さ
ん
が

参
加
。
個
人
的
に
は
高
橋
さ
ん
と
親
し

く
な
れ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。 

山
行
中
「
く
っ
く
」
と
鳥
の
声
、
私

は
ヤ
マ
バ
ト
か
な
？
と
思
っ
た
が
、
高

橋
さ
ん
は
「
ツ
ツ
ド
リ
で
す
。
」
と
声
だ

け
聴
い
て
鳥
の
名
を
教
え
て
く
れ
た
。 

 

他
に
も
花
の
名
等
を
教
え
て
く
れ
た
。

（
博
学
な
人
だ
な
。
） 

④ 

調
査
結
果 

秋
田
側
か
ら
岩
手
側
へ
のG

P
X

デ
ー

タ
な
ど
を
無
事
に
採
取
で
き
た
。
六
四

八
六
ｍ
に
渡
る
古
道
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣

が
あ
る
。
特
に
岩
手
側
は
随
所
に
ポ
イ

ン
ト
も
あ
り
気
持
ち
よ
く
歩
け
た
。 

三
九
七
七
ｍ
に
渡
る
秋
田
県
側
は
約

六
割
が
作
業
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
、

少
し
残
念
な
気
持
ち
で
は
あ
る
が
、
行

政
も
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
力
を
入
れ

て
く
れ
て
い
る
。 

設
置
物
に
熊
の
ひ
っ
か
き
傷
な
ど
が

随
所
に
あ
り
、
熊
対
策
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。 

⑤ 

お
ま
け 

今
回
の
調
査
で
は
、
鈴
木
顧
問
が
車

両
手
配
の
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。 

車
中
の
話
で
「
藤
の
花
が
き
れ
い
だ

ね
。
で
も
藤
が
生
育
す
る
こ
と
は
人
間

の
手
が
入
っ
て
い
な
い
、
巻
き
付
か
れ

た
木
は
枯
れ
る
、
山
が
荒
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
と
本
に
書
い
て
あ
っ
た
。
」

と
言
っ
て
い
た
。 

沿
線
で
は
藤
が
き
れ
い
で
あ
る
が
、

複
雑
な
気
持
ち
と
な
っ
た
。 

 ⑥ 

参
加
者 

鎌
田
倫
夫
、
高
橋
雄
悦
、

小
松
芳
美
、 

サ
ポ
ー
ト 

鈴
木
裕
子 

             

二二
手手
ノノ
又又
登登
山山
口口
のの
ベベ
ンン
チチ
とと  

前前
岳岳
山山
頂頂
のの
ベベ
ンン
チチ
をを
補補
修修  

  

          

共
に
経
年
劣
化
が
進
み
撤
去
も
考
え

て
い
た
両
ベ
ン
チ
で
あ
る
が
、
二
手
ノ

又
登
山
口
の
ベ
ン
チ
は
昨
年
十
月
二
日
、

堀
井
弘
さ
ん
、
高
橋
忠
雄
さ
ん
が
ペ
ン

キ
等
で
補
修
。 

前
岳
山
頂
ベ
ン
チ
は
、
昨
年
十
一
月

十
一
日
、
鎌
田
倫
夫
さ
ん
、
小
松
芳
美

さ
ん
、
協
力
者
の
小
野
さ
ん 

戸
松
さ

ん
、
斎
藤
さ
ん
等
が
支
障
木
を
利
用
し

て
補
修
。
奥
岳
を
望
め
る
展
望
地
に
移

動
し
て
設
置
。 

      

 

 

村 

支障木を利用して補修 
された前岳山頂ベンチ 

綺麗になった 
二手ノ又登山口のベンチ 

全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

白白

木木

峠峠

調調

査査  

小小

松松

芳芳

美美  

快晴の白木峠山頂で 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

白白
神神
山山
地地
世世
界界
遺遺
産産
地地
域域
のの
管管
理理

にに
関関
すす
るる
懇懇
談談
会会 

歩歩
仁仁
内内  

昌昌
樹樹 

 
東
北
地
方
環
境
事
務
所
を
事
務
局
と

す
る
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会

議
が
主
催
す
る
当
懇
談
会
は
、
令
和
元

年
度
に
始
ま
り
青
森
県
と
秋
田
県
を
交

互
に
し
て
、
今
回
で
三
回
目
の
開
催
は

二
月
二
日
に
弘
前
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

懇
談
会
の
内
容
は
、
環
境
省
・
林
野

庁
・
青
森
県
・
秋
田
県
・
鯵
ヶ
沢
町
・

深
浦
町
等
の
各
行
政
機
関
か
ら
遺
産
地

域
の
保
全
や
適
正
な
利
用
に
関
す
る
取

組
状
況
の
説
明
と
、
主
催
者
と
地
域
住

民
及
び
日
本
山
岳
会
青
森
支
部
や
青
森

県
勤
労
者
山
岳
連
盟
等
と
の
懇
談
か
ら

な
る
二
部
構
成
で
し
た
。 

白
神
山
地
全
体
の
面
積
は
青
森
・
秋

田
両
県
あ
わ
せ
て
約
十
三
万
㏊(

こ
の

う
ち
の
約
一
万
七
千
㏊
遺
産
地
域)

に

も
な
り
ま
す
。
そ
の
広
大
な
地
域
は
両

県
の
多
く
の
自
治
体
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、
各
行
政
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

法
律
・
条
例
を
所
管
し
、
地
域
住
民
も

ま
た
保
全
と
振
興
と
い
っ
た
観
点
か
ら

様
々
な
意
見
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
関
係
者
が
一
堂

に
集
ま
り
、
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。 

 
 

今
年
は
白
神
山
地
が
遺
産
登
録
さ
れ

て
三
十
年
を
迎
え
ま
す
。
私
は
あ
き
た

白
神
認
定
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
ま
だ
二
年

目
の
駆
け
出
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
懇
談
会
に
参
加
し
、『
世
界
遺
産
白
神

山
地
』
の
価
値
や
魅
力
を
改
め
て
認
識

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
考
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
開
催
の

案
内
を
し
て
く
れ
た
秋
田
支
部
事
務
局

に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

  
  

 

一
月
十
三
日
十
九
時
か
ら

z
oo
m

に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
。 

 
内
閣
府
に
提
出
の
事
業
区
分
等
の
改

定
に
伴
い
、
記
入
様
式
の
変
更
が
あ
り
、

令
和
五
年
度
予
算
、
事
業
計
画
、
令
和

四
年
度
の
事
業
報
告
書
等
の
記
載
説
明

が
行
わ
れ
た
。 

 

本
会
担
当
者 
事
務
局 

柏
澄
子 

 
 
 
 

財
務
担
当 
長
嶋
泰
弘 

他 

 

秋
田
支
部 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

         

役役

員員

会会

のの

開開

催催  
  
  
  

 

三
月
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
秋
田
市

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
洋
室
６

で
開
催
。 

鎌
田
副
支
部
長
の
進
行
で
、
初
め
に 

支
部
長
か
ら
、
令
和
四
年
十
二
月
三
日

に
、
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
晩
餐
会

の
報
告
や
八
幡
平
周
辺
地
区
の
今
後
に

つ
い
て
の
勉
強
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。 

ま
た
、
日
頃
の
委
員
皆
さ
ん
の
協
力

に
感
謝
す
る
、
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
令
和
五
年
度
総
会
に
提
案

す
る
案
件
に
つ
い
て
協
議
。 

令
和
四
年
度
事
業
報
告
と
令
和
五
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
を
鎌
田
副
支
部

長
が
説
明
。
令
和
四
年
度
の
決
算
、
五

年
度
の
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
は
後
藤

会
計
担
当
が
説
明
。 

 

会
計
監
査
は
三
月
三
十
一
日
秋
田
市

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
総

会
は
四
月
十
五
日
（
土
）
十
一
時
か
ら
、

協
働
大
町
ビ
ル
に
決
定
。 

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と

か
ら
、
四
年
ぶ
り
に
懇
親
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
出
席
者 

佐
藤
和
志 

鎌
田
倫
夫 

 
後
藤
浩
二 

佐
藤
助
雄 

柴
田
勧 

 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

三
浦
昭
男 

鈴
木
加
代
子 

 

鈴
木
裕
子 

堀
井
弘 

小
松
芳
美 

会会

務務

報報

告告  
  
  
  
  

  

〇〇
事事
務務
局局
会会
議議  

・
一
月
三
十
日
午
後
一
時
か
ら
。 

会
報
百
二
十
五
号
、
東
北
地
区
集
会

案
内
、
古
道
調
査
手
ぬ
ぐ
い
等
発
送
。 

・
三
月
三
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
。 

総
会
案
内
等
発
送
。 

・
四
月
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
。 

 

支
部
会
費
納
入
の
お
願
い
、
春
の
山

行
案
内
等
発
送
。 

会
場 

秋
田
市
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。 

出
席
者 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

 

三
浦
昭
男 

鈴
木
裕
子 

小
松
芳
美 

 

 編
集
後
記 

 

桜
の
開
花
が
例
年
に
な
く
早
く
訪
れ
、

暑
さ
で
た
ち
ま
ち
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
る
名

所
の
他
に
、
近
く
の
河
川
堤
防
の
桜
が

見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
を
再
発
見

し
た
年
で
も
あ
っ
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
五
月
八
日
か
ら
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
五

類
に
移
行
し
た
。
会
合
等
が
自
由
に
な

っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
。 

マ
ス
ク
着
用
も
自
己
判
断
で
あ
る
が
、

私
は
公
共
交
通
機
関
や
ス
ー
パ
ー
、
医

療
機
関
で
は
着
用
し
て
い
る
。
五
類
に

移
行
し
た
と
は
い
え
、
う
が
い
手
洗
い

は
続
け
て
ゆ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

韓韓
国国
山山
岳岳
慶慶
南南
支支
部部  

慶
南
支
部
一
月
の
総
会
で
、
支
部
長
に 

鄭 

在
恩
（
チ
ョ
ン 

ジ
ュ
エ
ン
）
氏 

が
就
任
。 

国
内
登
山
や
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の

経
験
が
豊
富
な
女
性
で
す
。 

秋
田
支
部
の
皆
さ
ん
、
韓
国
の
山
々
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
と
伝
言
が
あ
り
ま

し
た
。 

支支
部部
・・
委委
員員
会会
合合
同同
説説
明明
会会  


